
一般社団法人巨樹の会

明生リハビリテーション病院 Smile with your heart

明生リハビリテーション病院 季刊誌
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「楽しい七夕会」
リハビリテーション科　理学療法士

　中澤　貴史

り

　７月３日、七夕会が開催されました！

　クリスマス会と並ぶ当院の大行事の一つです。

今年の七夕会では、新入職のスタッフが笑点を披

露したり、「ふるさと」を歌ったりと、参加され

た患者様やご家族様からも『面白かった！』と反

響がとても大きく楽しんで頂けたと思います。ま

た、笑点の内容にアドバイスを下さったご家族様

もいて、12月に予定しているクリスマス会では

更にレベルアップした出し物が披露できそうで

す。毎日リハビリを行なっている患者様にとって

心の休まる一日になったと思います。

夕七 祭
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　接遇・マナーは社会人として必須なことであると認識しながらも、多忙な業務の中でついつい、
おざなりになってしまいがちでした。入職して約１ヶ月の丁度よい時期に研修を受けさせて頂き
自分を振り返る良い機会となりました。
　接遇マナーの５原則の中で、特に言葉遣いは看護技術と同じ位、私たち医療職人にとって
必要な高度なテクニックであり、患者様との信頼関係構築になくてはならないものだと再認
識できました。医療職に特化した医療接遇〈患者様や御家族のニード（苦しみ・不安・痛み・
悲しみ）の気持ちに寄り添い応えるために行動すること＞を強く意識しながら日々の看護に
従事していきたいと思います。

接遇マナー研修 2階病棟看護師　木下真理子

　新人向けの研修でしたが、改めて医療というサービスを提供する立場の人間として言葉遣
いや笑顔、また関わった人を幸せにすることの大切さを学ぶことが出来ました。グループディ
スカッションでも職種も様々で経験年数の異なる方々の意見も聴くことができ興味深く、実
際の業務に活かして行きたいと思いました。最後にみなさんの今後の目標も聞くことができ
最後まで勉強になり、楽しい研修を受けさせていただきました。
　今回研修で学んだことを活かし病院の理念でもある　手には技術　頭には知識　患者様に
は愛を　の精神で患者様のリハビリをサポートしていきたいと思います。

接遇研修に参加して 3階病棟看護師　遠藤　晋哉

接遇研修に
参加して
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　『新久喜総合病院』
新しいグループ病院が仲間入りしました !!

　平成28年７月１日付で、地域医療連携室に異動
になりました新谷　道代と申します。
　現在連携室では、前方２名後方２名看護師１名の
５名体制で入退院調整を行っております。
　今年７月からは退院支援加算を算定できるよう
になりました。患者様の退院調整をチーム全体で取
り組み、地域の医療機関との連携を図り支援できる体制を強化しています。
　今後も患者様の満足いくスムーズな入退院調整ができるように努力してまいりたいと思います。

４月１日の入院患者は136人程度でしたが
１ヶ月経過しほぼ満床となっています。こ
れも久喜市の急性期医療を再生させたいという
強い思いのなか、蒲池会長の特別のご配慮でグ
ループ各病院から医師・看護師をはじめ非常に
多くの方々の応援を頂いているからであり、大
変感謝をしております。今後もなお一層地域に
貢献出来る病院を目指していきますが、グルー
プの「末っ子」としてもみなさんから愛される病
院となるよ
う職員一丸
となって頑
張っていき
たいと考え
て おり ま
す。どうぞ
よろしくお
願 い し ま
す。

医療連携室かわら版
地域医療連携室　副師長　新谷　道代

　新久喜総合病院は今年の４月１日よりカマチ
グループの仲間入りをして、皆さんの「末っ子」
となった病院です。元々は JA 埼玉県厚生連が
経営する公的病院であり開設５年の300床の
新しい急性期病院でした。病院は埼玉県の東北
部、人口15万人の久喜市にあります。交通機関
は JR宇都宮線（上野東京ライン・湘南新宿ライ
ン）、東武伊勢崎線（スカイツリー線）が利用で
き、東京・新宿・表参道などの都心に乗り換え

なしで行けます。また、
東北自動車道久喜イン
ターもすぐ近くで、首
都高や他の高速道路へ
もアクセス良好です。
　このたび当院は24
時間365日「断らない
病院」として生まれか
わりました。おかげさ
まで一日の救急車受入
れは30台前後となり、

蒲池真澄会長
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　暑い日が続いておりますが、みなさまいかがお過ごしでしょうか？ りらいふはさまざまな芸術活
動を行っていますが、そのなかのひとつにアロマテラピーがあります。ラベンダーやミントの香り
に包まれながら、手浴・足浴、虫よけ・芳香スプレー作り、石鹸作りなどを行っています。
　7 月のアロマテラピーでは暑い夏の必需品、うちわを作りました。ただのうちわでは
ありませんよ。良い香り成分の入った小袋をつけることで、扇ぐたびに風だけでなく爽
やかな香りも運んでくれます。みなさん、ご自分の感性で絵柄を貼り付けて思い思いの
うちわができあがりました。

りらいふ便り 2016. 夏号

うちわ作り（アロマテラピー）

空き状況

　今、りらいふの花壇のアサガオが
可愛らしく咲いています。

　利用者様と一緒に蒔いた種がここまで成長しました。暑さや突然の雷雨に
も負けず健気で凛とした花の佇まいは、私たちの気持ちを涼しくしてくれま
す。アサガオの種がほしい人がいましたら、りらいふスタッフにいつでも声
をかけてください。

りらいふガーデン

随時、ご見学・ご体験を受け付けています。
お気軽にお問い合わせください。

デイサービス りらいふ
TEL:04-2928-7677 担当：大木・鮫島

月　　△

火　　○

水　　△

木　　○

金　　○

土　　○

曜日 空き 活動状況

陶芸と絵手紙を行っています。陶芸では毎回いろいろな技法に挑戦していま
す。創造性を豊かにしますよ。
音楽では、歌ったり、体を動かしたり、笑ったりと、心が明るくなる活動を行っ
ています。
ちぎり絵は新しい題材（金魚）にとりかかりました。とても涼しげな作品に
なりそうです。
書道は、楷書と行書をおこなっています。漢字の成り立ちや書き順も教えて
くれるので勉強になりますよ。
陶芸や手工芸、フラワーアレンジメントなど創作活動を中心に行っています。
とても活気があり、賑わっています。
和太鼓の日は、一日を通し常に動いています。楽しみながら、活動量もあげ
られるので一石二鳥です！

◎：空きは十分にあります。
○：空きはあります。
△：お問い合わせください。

平成 28 年 8 月 10 日現在空き状
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　この度、新たに訪問リハビリへ配属になりました冨谷知弘
です。今までは６年間当院の病棟スタッフとして勤務して来
ました。病棟にて勤務していた時は、どうすれば退院後の生
活を安全で安心して過ごせるようにできるかを想像しながら
リハビリを行ってきましたが、訪問リハビリでは実際に生活
状況が見える中での介入である為、より直接的に生活のサ
ポートができると考えています。しかし病院内の様に設備が
整った中でのリハビリではない為不慣れな点もあるかとは思
いますが、少しでも生活状況を良くして行けるような介入を
していきたいと思いますのでよろしくお願い致します。

訪問リハ便り
訪問リハビリ　理学療法士　冨谷　知弘

　８月26日に開催された第７回関東カマチグ
ループ学術大会に発表者として参加させて頂
きました。場所は４月から新しく当グループ
の仲間になった新久喜総合病院の近くにある、
久喜総合文化会館で行われました。当日は13
演題の発表があり、テーマは「転倒・転落に
ついて」でした。当院の発表では昨年度の転
倒の傾向を分析し、それに対する対策を発表
させて頂きました。優秀な発表が多くある中、
当院の発表が金賞を頂きました。今後も安心・
安全な医療を目指して、努力していきたいと
思います。

第７回関東カマチグループ学術大会について
リハビリテーション科　主任　理学療法士　小山　佑典
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健康教室のお知らせ

外部から講師を呼ぶ場合がありますので、その都度、日時・テーマを変更させて頂きます。

平成28年度 健康教室年間表
開催場所：明生リハビリテーション病院　リハビリテーション科

月日（第4土曜日）

12月 24日

１月 28日

担当部署

りらいふ

連携室

テーマ

認知症について

介護保険

当院では第４土曜日の13時から健康教室を開催させて頂いております。
各部署の担当者がテーマに合わせ勉強会を行っておりますので、是非、
お気軽にお立ち寄りくださいませ。

・

※

　平成28年９月、病院内にて第６回自衛消防訓練が行わ
れました。
　今回は夜勤帯を想定とした消防訓練を行い、実際に非常
ベルを鳴らし、各職員が通報連絡・避難誘導・初期消火の
訓練を行い、その後、消火器・屋内消火栓の取り扱い方法
を学びました。
　今後万が一に備え、職員全員が速やかに対応できるよう
に努めていきたいと思っております。

第６回自衛消防訓練 を行いました。
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一般社団法人
巨 樹 の 会明生リハビリテーション病院

　
■［西武池袋線］狭山ヶ丘駅東口下車　
　徒歩 15分　

〒359-1106　　
埼玉県所沢市東狭山ヶ丘4-2681-2

■タクシーをご利用の場合
　西武池袋線小手指駅北口より約５分

お問い合わせ

TEL
FAX

04-2929-2220
04-2939-2136

病院の詳しい内容は、
ホームページでご覧い
ただけます。ぜひご参
照くださいませ。
グループ病院ホーム
ページにもリンクでき
ます。

明生リハビリテーション病院 検 索

http://www.meisei-reha.jp/

ホームページ の ご 案 内

◎

明生リハビリテーション病院へのご案内


